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Ⅵ-19.テキスト受入 

他のソフトウェアで作成されたデータを本システムに取り込んで利用 
することができます。取り込みできるファイル形式は、ＣＳＶ形式と 
なります。 

概 要 

《テキスト受入 画面イメージ》 
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 注意注意注意注意点点点点 
 受け入れるテキストファイルの文字コードは「Shift-JIS」、 
  改行コードは「CR-LF」を指定して下さい。 
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画面説明 
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《テキスト受入 項目説明》

  (1) 基準日    個人情報の履歴データを上書きする際の基準日を選択します。 
 
  (2) 条件名称を検索する 
          検索する名称を入力しEnterキーを押します。 
 
 (3) 条件設定選択 テキスト受入条件設定画面にて登録された条件名称（受入項目レイア 
          ウト）を選択します。 
 
 (4) 受入ファイル 受入ファイルを選択します。 
 
 (5) 受入ファイルのn行目から受入を行う 
          受入ファイルに選択されたテキストファイルの何行目から受入を行う 
          かを指定します。 
 
 (6) 受入モード 
       削除後に受け入れ 
          受入を実行する前に、既に存在しているデータを削除するかどうかを 
          設定します。「受け入れる会社のデータを全て削除」、「受け入れ対 
          象のデータのみ削除」を選択できます。 
          ※一度削除した内容は戻すことができませんので、バックアップ等を 
           行ってから受入を実行することをお薦めします。 
         
       新規受入のみ／新規受入と上書き受入／上書き受入のみ 
          「新規受入れのみを行う」、「新規受入と、上書き受入を行う」「上 
          書き受入のみを行う」を選択できます。 
          ※「削除後に受け入れ」にチェックが入っていると選択できません。 
 
 (7) 別会社のデータも受け入れる。 
          ログインしている会社とは別の会社のデータも受け入れる場合にチェッ 
          クをつけます。 
                    ※受入ファイルのデータをそのまま別会社のデータとして受け入れま 
          す。(別会社のデータをログイン会社に変換して受入ではありません。) 
 
 (8) 受入データを確認↓ 
          受入データをファイルレイアウトに表示します。 
 
 (9) ファイルレイアウト 
          受入データを５行目まで表示します。 
 
 (10)受入履歴   過去１ヶ月分の受入実行の履歴を確認できます。 
 
 (11)受入実行   テキストファイルの受入処理を実行します。 
          同時に受入履歴が作成されます。 
 
 (12)閉じる    画面を閉じます。
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《受入履歴 画面イメージ》

1 

《受入履歴 項目説明》

2 

 (1) 実行期間   現在から過去１ヶ月が対象期間となります。 
 
 (2) 開始日時   テキストファイルの受入処理を実行した日時を表示します。 
 
 (3) 終了日時   テキストファイルの受入処理が終了した日時を表示します。 
 
 (4) 条件コード  条件設定選択で指定した受入項目レイアウトのコードを表示します。 
 
 (5) 条件名称   条件設定選択で指定した受入項目レイアウトの名称を表示します。 
 
 (6) 成功件数   受入処理を実行したとき、受入に成功した件数を表示します。 
 
 (7) 失敗件数   受入処理を実行したとき、受入に失敗した件数を表示します。 
 
 (8) エラーログ  受入に失敗した内容をダウンロードすることができます。 
          

3 4 5 6 7 8 
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《外部受入条件設定 画面イメージ》

1 

《外部受入条件設定 画面イメージ①》

2 3 

《外部受入条件設定 項目説明①》

 (1) コード変換  コード変換設定画面を開きます。 
 
 (2) 複写     複写したい条件を左のリストから選択して複写ボタンを押し、同じ 
          受入項目設定の条件設定を作成します。 
          新しい条件コードと名称を入力してください。 
 
 (3) Smile連携   Smile連携設定画面を開きます。 
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1 

《外部受入条件設定 画面イメージ②》

2 

3 4 

《外部受入条件設定 項目説明②》

 (1) コード    ００００１～９９９９９までの番号を任意につけてください。 
          登録後はコードの変更はできません。コードを変更する場合は削除 
          してから再登録してください。 
 
 (2) 名称       条件設定名称を表示・入力します。 
 
 (3) テーブル選択 条件設定を行う対象のテーブルを選択します。 
 
 (4) 検索     テーブル名を入力し検索ボタンを押すと、該当するテーブルをテー 
          ブル選択に表示します。

《外部受入条件設定 画面イメージ③》
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《外部受入条件設定 項目説明③》

 (1) 検索     検索したい受入項目名を入力し検索ボタンを押すと、該当する受入 
          項目を選択状態にします。 
 
 (2) 項目詳細設定  外部受入項目設定画面を開きます。 
          （初期登録後、操作可能となります。） 
 
 (3) 受入先項目一覧 
           形式選択にて選択された形式に属する項目名を一覧表示します。 
 
 (4) 選択された受入項目一覧 
          受入できる項目一覧にて選択された項目を表示します。 
 
 (5) 選択→     受入できる項目一覧にて選択されている項目を受入する項目一覧に 
          追加します。 
 
 (6) ←戻し     受入する項目一覧にて選択されている項目を受入できる項目一覧に 
          戻します。 
 
  (7) 全て→    受入できる項目一覧にて表示されている全項目を受入する項目一覧 
          に追加します。 
 
 (8) ←全て    受入する項目一覧にて表示されている全項目を受入できる項目一覧 
          に戻します。 
 
 (9) 受入ファイルパス 
          受入するテキストファイルのファイルパスを表示・選択します。 
 
 (10)受入ファイルのn行目をヘッダーにする 
          受入ファイルに選択されたテキストファイルの何行目をヘッダーと 
          するかを指定します。 
 
 (11)受入ファイルのn行目から受入を行う 
          受入ファイルに選択されたテキストファイルの何行目から受入を行 
          うかを指定します。
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《外部受入詳細設定 画面イメージ》
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《外部受入詳細設定 画面イメージ①》
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《外部受入詳細設定 項目説明①》

2 

 (1) 選択された受入項目一覧 
          外部受入条件設定画面にて選択された項目を一覧表示します。 
 
 (2) 検索      検索したい受入項目名を入力し検索ボタンを押すと、選択された受 
          入項目一覧から該当する該当する項目を選択状態にします。
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 (3) 受入項目選択 「受入ファイルのn行目から受入を行う」にて設定されたn行目のテ 
          キストファイルの内容を表示します。 
          受入先項目に対しテキストファイルのどの値を受入するのかを紐付 
          け設定します。（複数選択可能） 
 
 (4) 選択→     受入項目選択にて選択されている項目を受入項目一覧に追加します。 
 
 (5) ←戻し    受入項目一覧にて選択されている項目を受入項目選択に戻します。 
 
 (6) 受入項目一覧 受入項目選択より選択した項目を一覧表示します。複数選択した場 
          合は選択された分のテキストファイルの値が表示されます。 
 
          １．受入先の項目が文字・日付型で複数項目を選択した場合は、選 
          択された項目の値を一覧表示されている順番で結合して受入します。 
 
          ２．受入先の項目が数値・時間（時刻）型で複数項目を選択した場 
          合は、選択された項目の値を一覧表示されている順番で加算して受 
          入します。 
 
                  ※結合する、加算するの判断は《外部受入詳細設定 項目説明②》 
          (1) 受入先項目詳細一覧を参照してください。 
          結合の場合は「項目&項目･･･」、加算の場合は「項目+項目･･･」と 
          表示されます。    

1 

《外部受入詳細設定：数値型 画面イメージ》

2 

3 
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《外部受入詳細設定：数値型 項目説明》

 (1) 有効桁数   テキストファイルの値の一部分を受入したい場合に指定します。 
          例：テキストファイルの値 ⇒ 12345678 
            有効桁数 ⇒ 3桁目から4桁とした場合「3456」として受入を 
            行います。 
 
 (2) 形式選択   テキストファイルの値に小数点があるかないかを設定します。 
          小数点がない値に小数部が含まれている場合は小数部が下何桁なの 
          かを設定してください。 
          例：テキストファイルの値 ⇒ 25 
                      小数点なしで小数部（下から）1桁と設定した場合「2.5」とし 
            て受入を行います。 
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          ※小数点なしを選択した場合の小数部桁数は受入先の項目に対する 
           小数部桁数を初期表示します。 
           また、それ以上の小数部桁数を入力した場合エラーとなります。 
 
 (3) 固定値入力  テキストファイルの値ではなく固定の値を受入する場合に指定しま 
          す。 
          ※受入項目選択にて紐付け設定をしていない場合のみ設定ができま 
           す。 
 
 (4) コード変換  他システムのコードを勤次郎のコードに変換します。 
          ※コード変換設定画面でコード変換の設定を行います。  
 
 (5) 受入条件設定 テキストファイルの値と条件設定した値とを比較して受入を実行し 
          ます。 
          ※条件記号の種類 
           「＞」「≧」「≦」「＜」「＜＞」「＞＜」「≦≧」「≧≦」 
           「＝」「≠」より選択ができます。 
 
          例１：テキストファイルの値 ⇒ 1，2，3，4，5 
             条件設定 ⇒ ①条件記号「＞」 
                    ②比較値１「2」 
             上記の通り条件設定を行った場合は、テキストファイルの値 
             の「3，4，5」を受入します。         
 
          例２：テキストファイルの値 ⇒ 1，2，3，4，5 
             条件設定 ⇒ ①条件記号「＜＞」 
                    ②比較値１「2」／比較値２「5」 
             上記の通り条件設定を行った場合は テキストファイルの値 
             の「3，4」を受入れます。 
 
 (6) 更新時の反映 既に受入れた項目に対し、テキストファイルの値を受入したくない 
          場合にチェックします。

《外部受入詳細設定：文字型 画面イメージ》
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《外部受入詳細設定：文字型 項目説明》

 (1) 有効桁数   テキストファイルの値の一部分を受入したい場合に指定します。 
          例：テキストファイルの値 ⇒ 日通太郎 
 
            有効桁長 ⇒ 5桁目から4桁とした場合は「太郎」として受入 
            を行います。 
                     有効桁長 ⇒ 2桁目から2桁とした場合は「通」として受入を 
            行います。 
            ※文字列の半分を受入れることはできません。 
            例えば1桁目から3桁とした場合、文字列の半分を受入すること 
            ができない為、「日」と受入することとなります。 
 
 (2) コード編集  テキストファイルの値が受入先の項目桁数に満たない場合に満たな 
          い桁分をコード編集（「前ゼロ」「後ゼロ」「前スペース」「後ス 
          ペース」）する場合に指定します。 
          例：テキストファイルの値 ⇒ 1 
             受入先の桁数が8桁で且つ、コード編集を「前ゼロ」を指定した 
            場合は「00000001」として受入を行います。 
 
 (3) ～ (6)    《外部受入詳細設定 項目説明②：数値型》(3) ～ (6)をご覧くだ 
          さい。

1 

2 

《外部受入詳細設定：時間（時刻）型 画面イメージ》
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《外部受入詳細設定：時間（時刻）型 項目説明》

 (1) 有効桁数   テキストファイルの値の一部分を受入したい場合に指定します。 
          例：テキストファイルの値 ⇒ 12345678 
                     
                      有効桁長 ⇒ 3桁目から4桁とした場合は「3456」として受入 
            を行います。 
 
 (2) 進数選択   テキストファイルの値が60進数なのか10進数なのかを指定します。 
          例：テキストファイルの値 ⇒ 30の場合、「60進数」を選択して 
            ください。 
            テキストファイルの値 ⇒ 0.5の場合、「10進数」を選択して 
            ください。 
 
 (3) 時分/分選択  テキストファイルの値が時分の形式で設定されているのかを指定し 
          ます。
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 (4) 形式選択   テキストファイルの値が記号で時分を区切っているかどうかを指定 
          します。 
          (3)にて時分を選択した場合のみ選択が可能です。 
          例：テキストファイルの値 ⇒  
            630の場合、「6時間30分（6時30分）」として受入を行います。 
 
          ※区切文字がない場合でも「区切文字なし」を選択すると下2桁を分 
           として判断します。 
          ※区切文字とは「：、．」を区切文字として認識します。 
           それ以外は認識できません。 
 
 
 (5) 端数処理   受入を行う際に端数が発生した場合の処理方法（「1分未満切捨て」 
          「1分未満四捨五入」「1分未満切り上げ」）を選択します。 
 
 (6) 固定値入力  テキストファイルの値ではなく固定の値を受入する場合に指定しま 
          す。 
                  時間（時刻）型の固定値を受入する場合は、必ず分で入力してくだ 
          さい。 
          例：6時間30分の場合、390と入力してください。 
        
          ※受入項目選択にて紐付け設定をしていない場合のみ設定ができま 
           す。 
 
 (7) ～ (8)    《外部受入詳細設定 項目説明②：数値型》(5) ～ (6)をご覧くだ 
          さい。

《外部受入詳細設定：日付型 画面イメージ》

1 

《外部受入詳細設定：日付型 項目説明》

2 

 (1) 有効桁数   テキストファイルの値の一部分を受入したい場合に指定します。 
          例：テキストファイルの値 ⇒ 12345678 
                     
                      有効桁長 ⇒ 3桁目から4桁とした場合は「3456」として受入 
            を行います。 
 
 (2) 形式選択   テキストファイルの値の形式（「YYYY/MM/DD」「YYYYMMDD」 
          「YY/MM/DD」「YYMMDD」「JJYY/MM/DD」「JJYYMMDD」）を指定します。

3 4 6 

7 
5 
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          例：テキストファイルの値 ⇒ 9999/12/31の場合、「YYYY/MM/DD」 
            を選択してください。 
 
            テキストファイルの値 ⇒ 99991231の場合、「YYYYMMDD」を 
            選択してください。 
 
            テキストファイルの値 ⇒ 99/12/31の場合、「YY/MM/DD」を 
            選択してください。 
 
            テキストファイルの値 ⇒ 991231の場合、「YYMMDD」を選択 
            してください。 
                     
            テキストファイルの値 ⇒ H99/12/31の場合、「JJYY/MM/DD」 
            を選択してください。 
 
            テキストファイルの値 ⇒ H991231の場合、「JJYYMMDD」を 
            選択してください。 
 
 (3) 西暦n年以上は1900年代 
          (1) 形式選択にて「YY/MM/DD」「YYMMDD」を選択した場合に指定が 
          できます。 
          設定した西暦n年を判断し、西暦n年以上であれば「YY」に1900を加 
          算し、西暦年とします。それ以外の場合は「YY」に2000を加算し、 
          西暦年として受入を行います。 
          例：西暦n年を西暦「99年」として設定した場合 
            テキストファイルの値 ⇒ 99/12/31 
            99年に1900を加算し、1999年12月31日として受入を行います。 
            テキストファイルの値 ⇒ 1/12/31 
            1年に2000を加算し、2001年12月31日として受入を行います。   
 
 (4) 和暦記号前n桁 
          (1) 形式選択にて「JJYY/MM/DD」「JJYYMMDD」を選択した場合に指 
          定ができます。 
          設定された和暦記号と西暦年を判断し、受入を行います。 
 
          例：和暦記号前1桁で、各和暦記号、西暦年を下記の通り設定した 
            場合 
            M → 1868 / T → 1912 / S → 1926 / H → 1989 
            
            テキストファイルの値 ⇒ M1/12/31 
            868年12月31日として受入を行います。 
                      
            テキストファイルの値 ⇒ T1/12/31 
            1912年12月31日として受入を行います。 
                      
            テキストファイルの値 ⇒ S1/12/31 
            1926年12月31日として受入を行います。 
                      
            テキストファイルの値 ⇒ H1/12/31 
            1989年12月31日として受入を行います。 
 
 (5) 固定値入力  テキストファイルの値ではなく固定の値を受入する場合に指定しま 
          す。 



Ⅵ-19-13

                  日付型の固定値を受入する場合は、必ずYYYYMMDDの形式で入力して 
          ください。  
 
          例：9999年1月1日であれば99990101と入力してください。 
 
          ※受入項目選択にて紐付け設定をしていない場合のみ設定ができま 
           す。 
 
 (6) ～ (7)    《外部受入詳細設定 項目説明②：数値型》(5) ～ (6)をご覧くだ 
          さい。

1 

《外部受入詳細設定 画面イメージ②》

《外部受入詳細設定 項目説明②》

 (1) 受入先項目詳細一覧 
          受入先項目に対しテキストファイルのどの値が紐付けされているの 
          かを一覧表示します。属性、桁数も一覧で確認することができます。
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《コード変換設定 画面イメージ》

《コード変換設定 項目説明》

 (1) コード    コード変換設定コードを００００１～９９９９９までの数値で入力 
          します。 
          登録後はコードの変更はできません。変更する場合は削除してから 
          再登録してください。 
 
 (2) 名称       コード変換設定名称を入力します。 
 
 (3) 設定変更   設定変更画面を表示します。 
           他システムと勤次郎のコードの紐付け設定を行います。 
 
 (4) 受入項目   外部システムから受入するコードを表示します。

1 
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 (5) 勤次郎のコード 
          勤次郎のコードを表示します。 
 
 (6) エラー    有効桁数と差がある場合、「ER」と表示します。 
 
 (7) 受入設定   コード変換設定のされていないデータについて設定します。 
          受入しない場合は、エラーログを出力し受入しません。 
          変換せずに受入する場合は、受入項目のまま受入します。 
 
 (8) 勤次郎のコード編集 
          有効桁数を指定し、勤次郎のコードの形式を「前ゼロ」「後ゼロ」 
          「前スペース」「後スペース」から選択します。 
          例：有効桁数 3、コード編集 前ゼロ とした場合 
            １ ⇒ ００１

《コード変換設定変更 画面イメージ》

《コード変換設定 項目説明》

 (1) 受入項目   外部システムから受入するコードを入力します。 
 
 (2) 勤次郎のコード 
          勤次郎のコードを入力します。

1 

2 
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《複写 画面イメージ》

《複写 項目説明》

 (1) 複写元    複写ボタンを押した時に選択していた条件を表示します。 
 
 (2) 条件コード  複写の際に新しく作成する条件設定のコードを入力します。 
 
 (3) 条件設定名称 複写の際に新しく作成する条件の名称を入力します。 
 
 (4) 受入ファイル 複写の際に新しく受入するテキストファイルのファイルパスを表示 
          選択します。 

1 

2 

3 

4 
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1 

《Smile連携詳細設定 画面イメージ》
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《Smile連携詳細設定 項目説明》

 (1) 条件設定コード 
          連携を行う条件設定を選択します。 
 
 (2) 連携後の受入元ファイル削除設定 
          連携後、受入元のファイルを削除するかどうかの設定を行います。 
 
 (3) SMILE出向機能の連携設定 
          SMILE出向機能の連携を行うかどうかの設定を行います。 
 
 (4) 勤次郎のインストールフォルダ 
          勤次郎CS版がインストールされているフォルダを入力します。 
          ※ASPサービスをご利用の場合は、設定する必要がないため表示さ 
           れません。 
 
 (5) 就業パスワードレベル設定 
          個人情報の連携の際、指定した職位の社員の就業パスワードレベル 
          を設定します。 
          設定のない職位の社員はパスワードレベル５として連携します。 
          職位のコードは、小さい値～大きい値で設定する必要があります。 
          例：職位マスタに００００１～０００１０の登録がある場合 
            ００００１～００００３、００００７～００００９のように設 
            定してください。 
 
 (6) 承認権限付与設定 
          個人情報の連携の際、指定した職位の社員のみ承認権限を付与しま 
          す。 
          職位のコードは、小さい値～大きい値で設定する必要があります。 
          例：職位マスタに００００１～０００１０の登録がある場合 
            ００００１～００００３、００００７～００００９のように設 
            定してください。
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 POINTPOINTPOINTPOINT    
 
 「異動情報の受入」で利用した受入ファイルを流用したい場合、下記のよう 
 に受入フォーマットを修正する必要があります。 
  
 ①異動データ 
  受入フォーマットに[会社CD]と[職場（所属）履歴終了日]を追加してくだ 
  さい。 
  受入フォーマット（修正前）： 
    [異動対象社員の個人CD],[異動日],[異動先職場CD（部門CD）] 
    受入フォーマット（修正後）： 
    [会社CD],[異動対象社員の個人CD],[異動日],[職場（所属）履歴終了 
    日],[異動先職場CD（部門CD）] 
    例：1会社 の "00000001 日通 太郎" が "1234567890  職場A"に 
      2015年10月16日から異動する場合 
        ⇒ 1,00000001,2015/10/16,9999/12/31,1234567890 
               ※：複数会社データの受入がない場合、固定値で[会社CD],[職 
          場（所属）履歴終了日]を設定すれば、「勤次郎CS版」－ 
         「異動情報の受入」で利用した受入ファイルをそのまま利 
          用できます。 
 
 ②承認ルート 
    受入フォーマットに[ｼｽﾃﾑID] と[有効期間終了日]を追加して下さい。 
   受入フォーマット（修正前）： 
    [会社CD],[職場CD],[申請区分],[有効期間開始日],[承認者１個人CD], 
    [承認者１個人CD],[承認者２個人CD],[承認者３個人CD],[承認者４CD], 
    [承認者５個人CD],[承認形態] 
  受入フォーマット（修正後）： 
      [会社CD],[職場CD],[ｼｽﾃﾑID],[申請区分],[有効期間開始日],[有効期 
    間終了日],[承認者１個人CD],[承認者１個人CD],[承認者２個人CD], 
    [承認者３個人CD],[承認者４個人CD],[承認者５個人CD],[承認形態] 
    例：1会社 の "1234567890  職場A"に対して2015年10月16日から残業 
      申請の承認ルートを設定する。承認者は"00000001 日通 太郎" 
      と"10000001 日通 次郎"で承認形態は最高承認とする場合。 
        ⇒ 1,1234567890,K1,0,2015/10/16,9999/12/31,00000001,10000001 
        ,,,,3 
               ※：固定値で[ｼｽﾃﾑID],[有効期間終了日]を設定すれば、 
         「勤次郎CS版」－「異動情報の受入」で利用した受入ファ 
          イルをそのまま利用できます。 


